失敗しないメンバーズカード活用法　–　chap-01　　　　　ライトスタッフ　


一．メンバーズカードってどうやって作ればいいの？

　　弊社へのお問合せの中で一番多いのが、カードの手配についてのものです。

　　また、「カード」と言えば、「いつも持っているカード」、デパートやスーパー、ガソリンスタンドや銀行、クレジット

会社など、何万枚以上も発行されているカードのことを思い描かれることと思います。

もちろん、中にはビデオレンタルのカードを思い描かれた方もあるかもしれません。

　

　　●プラスチックカードを作成して欲しいんだけど。

　　　できれば、連続番号を浮き出し文字で、文字は銀色が格好いいかな。

　　●裏面には、手書きのサインを書き込めるようにしたい。

　　●そうそう、裏面に注意書きも入れてくれる？

　　●デザインは、うちの店のロゴを入れて、欲しい。

　　　デザインは、こちらで、用意してもいいけど・・。

　　●枚数は、５００枚ぐらいでできますか？

　　●黒い磁気テープは、不要です。

　　でも、ちょっと待ってください。

　　さて、本当は、どんなカードを作ったらよいのでしょう？

　　また、カードを作って、どんな使い方をされたいのでしょうか？

　

　　そこで、２つの質問をさせていただきます。

　　　①発行枚数は、何万枚を予定しておられるのでしょうか？

　　　②カードのデータ管理は、どのようにされるのでしょうか？

　　この設問に、すぐにお答えいただけた方は、すでに、運用についてのご検討がお済みのことと思います。

　そのまま、安心してご手配を進めていただいて結構でございます。　

　　本冊子についても興味のあるところだけをご覧いただければ、十分でございます。

逆にお答えに詰まってしまわれた方、カードの発行枚数を「３０００枚以下」で、検討されている方であれば、ぜひ、

本冊子を参考にしていただきたいと思います。

そうなんです。

何万枚も発行されるカードと同じようなカードを作るのであれば、それなりの費用が必要です。

また、同じようなデザインのカードを作ったとしても、「いつも持ってもらえるカード」とは、なりません。

３０００枚以下、特に１０００枚以下での発行をお考えのお会社様では、「カードの利便性や機能」について、何万

枚のカードを発行、運用されるお会社様と「同じようなご満足をお客様に提供する」ことはできません。

せっかく、カードを作ったものの、使われないカードでは、意味がありませんよね。

「いつも持ってもらえるカード」というのが、実は大変なことなんです。

私どもがお伝えしたいことは、「小さい会社、小さいお店には、それなりの使い方や作り方がある」ということです。

ご自分のお会社やお店に相応しい「メンバーズカード」の作り方、活用方法をご一緒に考えてみたいと思いますが、

いかがでしょうか？

　弊社にご注文いただくお客様の場合、１０００枚から３０００枚で作成されることが一番多い事例となっております。

そこで、本冊子では、最もご要望の多いお客様を対象とする意味で、「カード発行枚数　３０００枚以下を予定して

おられるお会社様」に対象を限定し、資料をまとめさせていただきました。

　

本冊子を読み終えられた時には、きっと、どんなカードを作ったらよいのか、ご理解をいただけるものと思います。

また、順に読んでいただくように構成をしていますが、ご興味のあるところだけを任意にお読みいただいても結構です。　　では、次章へどうぞ。
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